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平素よりご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。

おかげさまで、ひふみ投信は前月比プラスで2年目をスタートさせることができました。

以下に、運用責任者のコメントならびに2009年10月の運用状況などをご報告いたします。

ひふみ投信は守りながらふやす

日経平均株価やTOPIX（東証株価指数）は月末ベースで2ヶ月連続対前月比マイナスと市場は下落基調

 

にありますが、このような中「ひふみ投信」はプラスを維持することができました。これも、「守りながらふや

 

す」運用が機能したからだと思っています。今後も成果が出るようにがんばっていきます。

現金比率を少し下げました

日経平均株価が１万円を超えて１万２千円まで大きく上昇する可能性よりは、心理的節目である１万円を

 

超えた水準を上限に下落する可能性を見込んでいます。それは、今後の景況感から考えて、日経平均株

 

価が1万円超の水準は十分に評価されている状況だと考えているからです。

よって、日経平均株価が１万円台の時には下落リスクを考えてお預かりしている純資産における現金比率

 

を５０％と最大限にしていました。逆に１万円を下回るような展開になれば、株価全体はより割安になるの

 

で、株式の組入比率を上昇させることで次の上昇相場に備えようと考えています。

実際に１０月の後半から日経平均株価が１万円を割り込んできたので、５０％程度としていた現金の比率

 

を少し減らして、株式の組入比率を６０％超程度まで上昇させています。今後さらに株式市場が下落した

 

時には、株式の組入れ比率を上昇させる見込みです。

決算シーズン

今は上半期の決算数字の発表のピークで、当社のファンドマネージャーやアナリストも決算説明会、会社

 

説明会に走り回っています。その報告を受けて、ひふみ投信の運用にあたりダイナミックに調査結果を反

 

映させています。短期的に反応しなければいけないこと、長期的にとらえて一喜一憂しないことの両面が

 

重要なので、そのバランスが大変難しいといつも思います。銘柄選択や投資に対する感性と理論を両方

 

持ち合わせる「アートとサイエンスの融合」が当社の運用哲学のひとつですが、その難しさを常に感じてい

 

ます。「守りながら増やす」というひふみ投信の目標を達成するために「慎重かつ大胆な」運用を目指して

 

いこうと思います。

（ひふみ投信

 

運用責任者

 

藤野英人）



■「ひふみ投信」の資産内容について

 

（2009年10月30日時点）

◆基準価額の推移

※1

 

設定来の基準価額の騰落率は、当初募集価額（10,000円）か

 

ら2009年10月30日までにおける数値です。
※2

 

設定来のTOPIX騰落率は、当初設定日前日である2008年9

 

月30日から2009年10月30日までにおける数値です。

■基準価額について

 

（「ひふみ投信」の値段のことです）

□

 

組入比率の高い銘柄

 

（組入銘柄数：30銘柄）

※基準価額は、信託報酬（年1.029％(税抜年0.980％)

 

）を控除した後の数値です。

（注）TOPIXは、当初設定日前日である2008年9月30日の値（1087.41）を
10,000として指数化しています。

■ひふみ投信の特色について

（※・・・「ひふみ投信」をお持ちのお客様の保有口数合計です）

★組入比率は、株式・預金その他を含めた「純資産総額」に対する割合です。

（注）業種比率は、「株式資産」を100として、

それに対する割合です。

■

 

組入銘柄の業種比率

ひふみ投信は、お客さまの長期的な資産形成に貢献するために、円貨での信託財産の長期的な成長を図ることを

 

目的として、国内・外の上場株式に投資することにより、積極運用を行ないます。

基準価額

2009年10月30日時点

1万口当り

 

12,158円

皆さまからお預かりした大切なご資金で、どのように運用を行なっているのかをご報告いたします。

国別の割合

日本株式 100

 

％

海外株式 0 ％

純資産総額 4.40億円

うち

 

株式 61.53

 

%

うち

 

預金その他 38.47

 

%

受益権総口数

 

（※） 362,391,481口
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TOPIX（東証株価指数）は当ファンドのベンチマーク（運用する際に目標とする基準）ではありませんが、参考として記載しています。

 

TOPIXとは

 

・・・

 

東京証券取引所第一部に上場されているすべての銘柄の時価総額（株数×１株当り時価）を指数化したものです。

 

日本の株式市場全体の動きをあらわすともいえます。

□

 

資産の内訳
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ひふみ投信

TOPIX（注）

銘柄名 業種 比率

1 総合メディカル　　　　　　　　　　　　　 小売 4.67%

2 タビオ　　　　　　　　　　　　　　　　　 卸売 4.26%

3 アスクル　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 3.98%

4 ニトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 3.33%

5 ツムラ　　　　　　　　　　　　　　　　　 医薬品 3.33%

6 ワタミ　　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 3.20%

7 ファーストリテイリング　　　　　　　　　 小売 3.09%

8 エス・エム・エス　　　　　　　　　　　　 サービス 3.06%

9 ジェイアイエヌ　　　　　　　　　　　　　 小売 3.01%

10 日本電産　　　　　　　　　　　　　　　　 電機 2.84%

TOPIX騰落率

過去1ヵ月 0.91% -1.67%

過去3ヵ月 3.23% -5.85%

過去6ヵ月 20.73% 6.79%

過去1年 20.73% 3.18%

設定来 21.58%（※1） -17.72%（※2）

基準価額のあゆみ

　　　　　　　[騰落率]
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◆「ひふみ投信」の概要について

 

※詳しくは投資信託説明書（目論見書）をご確認ください

商品分類 追加型投信／内外／株式

当初設定日 平成20年10月1日

信託期間 無期限

決算 毎年9月30日（休業日の場合、翌営業日）

収益の分配 決算時に収益分配方針に基づいて分配を行ないます。

お申込み

お申込単位
10,000円以上１円単位の金額指定でお申し込みください。
なお、収益分配金の再投資は、１円以上１円単位となります。

お申込価額 ご購入のお申込受付日の翌営業日の基準価額となります。

お申込受付日時
当社営業日の9時～15時までとなります。
（国内の金融商品取引所の売買立会が午前立会のみの半日営業日は11時まで）

途中換金

途中換金（解約）単位 1口以上または1円以上

解約価額 「解約請求受付日」の翌営業日の基準価額となります。

受付日時
当社営業日の15時（半日営業日は11時）までとなります。
解約のご請求は、お電話による受付けのみとなります。

課税関係
収益分配時の普通分配金、一部解約時および償還時の差益に対して課税されます。
※今後税法が改正された場合などには、課税関係が変更になる場合があります。

信託報酬 信託財産の純資産総額に対して年1.029％(税抜年0.980％)

監査費用 信託財産の純資産総額に対して年0.00525％（税抜年0.005％）

その他の費用 組入有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料（それにかかる消費税）
先物取引・オプション取引等に要する費用、外貨建資産の保管等に要する費用

 

租税、信託事務の処理に要する諸費用および受託会社の立替えた立替金の利息など

～お問い合わせ先～
コミュニケーション・センター

電話：

 

03－6266－0123

 

（平日9時～17時）
メール：

 

cc@rheos.jp

※

 

｢その他の費用｣については、運用状況等により変動するものであり事前に料率、上限額等を表示することができません。

◆ 「ひふみ投信」に係るリスクについて

「ひふみ投信」は、国内外の株式を組み入れるため、株価変動の影響を大きく受けます。一般に株式の価格は、個々

 

の企業の活動や業績、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動するため、株式の価格が下落した場

 

合には基準価額は下落し、投資元本を割り込むことがあります（株価変動リスク）。外貨建資産を組み入れた場合、為

 

替レートの変動の影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。投資国・地域の政治・経済情勢や株式

 

を発行している企業の業績、市場の需給等、さまざまな要因を反映して、「ひふみ投信」の基準価額が大きく変動するリ

 

スクがあります（為替変動リスクとカントリーリスク）。したがって、お客様（受益者）の投資元本は保証されているもので

 

はなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。この他には、流動性リスクや信用リス

 

ク等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の｢投資リスク｣をご覧ください。
◆ お客様の負担となる費用について

◇お客様に直接ご負担いただく費用

 

：

 

ありません
申込手数料 ・

 

換金（解約）手数料

 

・

 

信託財産留保額

 

は一切ありません。

なお、「振込購入」に際しての送金手数料はお客様負担となります。
◇お客様に間接的にご負担いただく費用

 

：

 

次のとおりです
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